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丈

こ
こ
で
は
、
「
相
」
字
が
人
称
代
詞
と
し
て
の
作
用
を
担

つ
て
い

る
と

思

わ

れ
る
用
法

に
つ
い
て
、

竺
法
護

(
二
三
三
-
三

一
○
)
訳

の

『
生
経
』
と
干
宝

(
?
-

三

一
八
?
)

著

の

『
捜

神
記
』
を
対
象

に
、
少
し
く
考
察
を
加
え
た

い
。

こ
の
両
者
は
説

話
と
し
て
の
共
通
性
を
有

し
、
か

つ
、
時
代
的

お
よ
び
地
理

的
に
も
極
め
て
近
接

し
て
い
る

こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

即
ち
、

竺
法
護
が
今

の
陳

西
省
に
あ

つ
て
漢

訳
活
動

を

つ
づ
け
、

干
宝
は
今

の
河
南
省

に
生
存
し
た

と
さ
れ
、

文
化

の
申

心
も
長

安

・
洛
陽

に
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、

漢
語

語
法
上
に
お
い
て
お
そ
ら
く
は
同
様

の
用
法
が
見
出
さ
れ
る

の
で
は
な

い

か
と
考

え
る
の
で
あ

る
。

以
下
、

そ
の
実
際

に

つ
い
て
み
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

(
1
)
応
時
燕
飲
、

作
諸
伎
楽
、

共
相
娯
楽
、

各
各
相
間

本
末
和
解
意

(
生
巻
三

88
頁

上
、
正
蔵

巻
三
)

(2
)頻
夢
虎
噛
其
足
、

(
衡
)
農
呼
妻
相
出

於

庭
、

叩
頭

三
下

(
捜
巻

二

瑠

頁
、

中
華
書

局
)

(
3
)
即
処
女
用
与
年

少
梵
志
、

其
年
老
者
、

心
懐
毒

悪
、

卿
相
殿

辱
而
奪
我
婦

(
生
巻

一
75
頁

中
)

(
4
)
其

人
日
諾
、

…
王

日
、

観
仁
言
行

挙
動
進

止
、
果

能
辮
之
、

故
相
召
耳

(
生
巻

四
97
頁
中
-

下
)

(
1
)
と
(
2
)
に
お
い
て
は
、

「
相
」
字

は

〔
タ
ガ
イ

ニ
・
ト

モ
ニ
〕

と

い
う

意

味

で
あ
る
が
、
(
3
)と
(
4
)
に
つ
い
て
は
、

そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る

こ
と
が
分
る
。

即
ち
、
(
3
)
と
(
4
)
の

「
相
」
字

は
、

(
3
)
年
少
梵
志
-

(我
)
-

相

(
4
)
其
人
-

(
仁
)
-

相

と
線

で
結

ぶ
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

従

つ
て
、
(
3
)
と
(
4
)
に
み
ら
れ
る

「
相
」
字
に
は
、
(
3
)
で
は
第

一
人
称

を
、
(
4
)

で
は
第

二
人
称
を
、

お
の
お

の
表

わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
『
捜
神
記
』

に
例

を
求
め
て
み
る
と
、

(
5
)
良
久
、

吏

日
、
感
卿
遠

相
載
、

此
書

不
可
除
卿
名

(捜

巻
五
65
頁
)

(
6
)
崔

(
少
府
)
謂

(盧
)

充
日
、

君
可
帰
矣
、

女
有
娠

相
、
若

生
男
、

当
以

相
還

(
捜
巻

一
六
脳
頁
)

(
7
)
(盧
)
充

上
車
、

去
如

電
逝
、
須

奥

至
家
、

家

人
相
見
悲
喜

(捜

巻

一
六

脳
頁
)

が
得

ら
れ
、
次

の
よ
う
な
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

(
5
)
吏
-

(
吾
)
-

相

(
3
)
盧
充
-

(
君
)
-

相

(
7
)
盧
充
-

(
彼
)
-

相

か
く
の
ご
と
く
、

『
捜

神
記
』
に
お

い
て
も

三
例

の

「
相
」
字

が
、

第

一
人

称

か
ら
第

三
人
称

の
は
た
ら
き
を
有
し
て
い
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の

「
相
」
字

が
人
称

代
詞

の
機
能
を
持

つ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
例
は
、

や

や

の
ち
の
南
朝
宋

(
四
二
○

1
四
七
九
)

の
劉
義
慶

(
四
○

三
-
四
四
四
)

が

著
し
た
と
さ
れ
る

『
世
説

新
語
』
に
お

い
て
も
見
出
す

こ
と
が

で
き
る
。

(
8
)
巨
伯

日
、
友

人
有
疾
、

不
忍
委
之
、

寧
以
我
身

代

友

人

命
、

(
胡
)
賊
相
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謂
日
、
我
輩
無
義
之
人
、
而
入
有
義
之
国
、
遂
班
軍
而
還

(世
巻
一
徳
行

3
頁
、
中
華
書
局
)

(
9
)
友
人
語
巨
伯
日
、
吾
今
死
矣
、
子
可
去
、
巨
伯
日
、
遠
来
相
視
、
子
令
吾

去

(
世
巻

一
徳
行
3
頁
)

(
1
0

)
有

一
人
欲
依
附
、
…
…
既
以
納
其
自
託
、
寧
可
以
急
相
棄
耶

(世
巻

一
徳

行
3
頁
-
4
頁
)

(
8
)
(筍
)
巨
伯
-

(吾
)
-

相

(
9
)
友
人
-

(子
)
-

相

(
1
0

)
一
人
-

(其
)
-

相

そ
れ
で
は
、
「相
」
字
に
人
称
代
詞
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

否
定
文
中
に
お
い
て
、
特
に
上
古
漢
語
に
あ
つ
て
は
、
し
ば
し
ば
代
詞

(た
と

え
ば

「吾
」
「之
)
が
動
詞
に
先
行
す
る
、
と
い
う
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

な
ん
と
な
れ
ば
、

(
1
1

)
子
日
、
以
吾

一
日
長
乎
爾
、
母
吾
以
也
、
居
則
日
、
否
吾
知
也

(論
先
進

篇
)

(
1
2

)
七
十
者
衣
吊
食
肉
、
黎
民
不
飢
不
寒
、
然
而
不
王
者
、
未
之
有
也

(孟
梁

恵
王
章
句
上
)

は
、
代
詞
が
動
詞
に
先
行
し
て
い
る
上
古
漢
語
の
例
で
あ
る
が
、
次
の
、

(
1
3

)
其
父
射
而
祝
之
日
、
若
爾
有
命
、
当
復
更
生
、
山豆
非
骨
肉
所
願
、
今
但
欲

還
家
、
不
爾
葬
也
、
(捜
巻
一
五
餅
頁
-
螂
頁
)

(
1
4

)
有
一
異
児
、
長
四
尺
余
、
年
可
六
七
歳
、
衣
青
衣
、
忽
来
従
翠
児
戯
、
諸

児
莫
之
識
也

(捜
巻
八
佃
頁
)

は
、
(
1
1
)

と
(
1
2
)

の
よ
う
に
代
詞
が
動
詞
の
前
に
位
置
し
、
上
古
漢
語
の
構
造
と
相

似
し
て
い
る
。

し
か
し
、
次
例

の
、

(
1
5

)
木
与
果

分
別
、
美
辞

伴
喜
笑
、

吾
終
不
信
卿
、

(
生
巻

一
74
頁
下
、

偶
文
)

(
1
6

)
(張
)

華

日
、
此
二
物
不
値
我
、

千
年
不
可
復
得

(
捜
巻

一
八
珈
頁
)

は
、

人
称
代
詞
が
動
詞

の
賓
語

と
な

つ
て
お
り
、
上
古
漢
語

の
代
詞
が
、

動
詞

に
し
ば
し
ば
先
行
す
る
と

い
う

こ
と
が

こ
こ
で
は
く
ず
れ
、
人
称
代
詞

の

「
卿
」

と

「
我
」
が
、

一
般

の
賓
語
と
同
様

に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

即
ち
、

否
定
文
中

の
代
詞

の
用
法

は
、
『
生
経
』

と

『
捜
神
記
』

に

お

い

て

み
る
限
り
、

(
A
)
否
定
詞

+
代
詞

+
動
詞

(
B
)
否
定
詞

+
動
詞

+
代
詞

の
二

つ
の
形
式

を
も

つ
て
行

わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
「
相
」
字

の
場
合

は
ど
う
で
あ

っ
た
ろ
う
か
、

(
1
7

)
与
卿
作
怨
、

或
当
危
害
、

或

加
殿
辱
、

終
不
相
置

(
生
巻

一
75
頁

中
)

(
1
8

)
謂

(
文
)
頴

日
、
我

以
窮

苦
告
君
、
奈
何
不
相
慰
悼

乎

(
捜
巻

一
六
1
9
3
頁
)

こ
の
二
例

か
ら

「
相
」
字

に
は
、

(
1
7

)
卿
-

相

(
1
8

)
我
-

相

の
作
用
を
そ
な
え
な
が
ら
、

動
詞

に
結
合
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

さ

て
、

こ
れ
ま
で
述

べ
た

こ
と
か
ら
、

「
相
」
字

に
つ
い
て
ほ
ぼ
次

の

こ
と

が
言
え
そ
う

で
あ
る
。

。
人
称
代
詞

の
作
用
を
有
す

る
。

。
肯
定
文

・
否
定
文

い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
動
詞

の
前
部

に
結
合
す

る
。

注
等
全

て
省
略

(
大
正
大
学
大

学
院
)

漢
訳

『
生
経
』

の
語
法

に
つ
い
て

(
そ

の

一
)
(
伊

藤
)
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